
ー頑張る農業者紹介ー 問市農政課 農業係
　TEL 34-0360

トルコギキョウ生産者 青山 昌之さん （松木合）
　都内での就職・結婚を経て、実家
の農業を継ごうと帰省した青山さん。
ハウス設備を生かし、代々作ってい
たトマトとあわせて花作りも考えて
いた矢先に父が急逝。花一本での就
農を決意しました。
　農業は全くの素人でしたが、いと
こが市内でトルコギキョウ農家をし
ており、知識や技術を学びながら、
妻の由香里さんらとともに営農して
います。約1,000坪のハウスで30品
種ほどを栽培し、9月末から6月い
っぱいまで出荷が続きます。温度や
湿度、水やりなど季節によって管理

方法が大きく変わり、特に不要な芽
を取り除く「芽かき」は、最も時間
のかかる作業。そうして丹念に育て
られたトルコギキョウは、花とつぼ
みが美しく揃い、切り花として約1
カ月間は楽しめるそう。
　休日はゴルフや釣りをするものの、
花を育てる毎日がとても楽しく「仕
事が半分趣味のようなもの」という
青山さん。「心身ともに充実し、転
職して本当によかったので、今後は
就農に興味がある人の相談役にもな
っていきたいです」と話しました。

色や咲く時期の違い、一重・八重など花の
形まで、数百以上の品種がある。
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　園庭では毎日、子どもたちが元気いっぱい外遊びを楽しんで
います。1年をとおして 花のある保育園づくりを目指し、子ども
たちとともに花を育てる「花育」の取組をしています。咲いてい
る花をみて心穏やかになったり、花を摘んで色水遊びや砂遊びに
使い遊びを広げています。また、野菜を育て、調理や食事を経験
することで野菜に関心を持てるように工夫
しています。
日々、人とかかわる力・思いやり・好奇

心・向上心を育むために異年齢保育に取り
組んでいます。一人ひとりの個性を大切に、
やりたいことを引き出してあげることで
「できた！」「みて！」がたくさんきこえ
てくる保育園です。

〈所在地〉結城市田間1944-2
「個性を大切に」

■■■■■た ま 保 育 園

Let’s go to the library
図書館へ行こう

ホームページ

ゆうき図書館 　TEL 34-0150
〈ゆうき図書館注目の図書を紹介します〉 ツイッター

野菜の収穫野菜の収穫

好奇心好奇心人との関わり人との関わり

色水あそび色水あそび

連載

1階イベント棚 「ありがとう」から
『ありがとうのうたをうたえば』

マイケル・モーパーゴ／さく　【小学館】
クロウタドリが木の上で歌を歌い出す。聞いて

いたキツネが、森に走っていって、シカに知らせる。
シカは、カワセミに、カワセミはカワウソに……。
次 と々どうぶつたちに伝わっていきその歌は、森か
ら川、海へと伝わって、生き物たちみんなに届き、響
き渡る。地球に感謝する「ありがとう」を、生きもの
たちが心をひとつにして歌う、絵本をとおして地球
環境を考える絵本です。

2階イベント棚 「若い人に贈る読書のすすめ 2023」から
『世界はさわらないとわからない』

広瀬浩二郎／著　【平凡社】
だれもが楽しめる博物館「ユニバーサ

ル・ミュージアム」の実践に取り組む全
盲の文化人類学者による「触ること」の
大切さを問う一冊です。

コロナ禍において非接触を推進する
時代にこそ問う、事物の感触とは。

新着図書から

『古典モノ語り』
山本淳子／著　【笠間書院】

争いの舞台装置「牛車」、言えない言葉を託
した「扇」など、古典文学には人物の感情や象徴
的意味を表現する印象的な“モノ”が多く登場し
ます。そうした“モノ”にスポットを当て、古典文学
の新しい読み解きかたを提案。『源氏物語』など
の名作をはじめ、幅広い作品での描写を挙げな
がら、“モノ”に込められた意味と担った役割を
解説します。

郷土にゆかりの図書から

『春とおないどし』
新川和江／著　【花神社】

四季のよろこびに満ちた新川和江さ
んの青春詩篇が季節ごとにまとめられ
た詩集。自身の作品を用いた挿絵もあ
わせてお楽しみください。

城下町の整備などに取り掛かります。しかし、秀
康は慶長12（1607）年に34歳という若さで亡く
なりました。晴朝は、秀康の子を養子にして結城
の名を残そうとし、また結城へ帰ることを願い
続けます。しかし、その願いは叶わず、慶長19
（1614）年に晴朝は81歳の生涯を終えました。

秀康亡き後、秀康の子たちは、結城氏ではなく
松平氏を名乗ります。こう
して、平安時代末から江戸
時代初期まで、約400年間
にわたり北関東の名門武士
として存在した「下総結城
氏」の名は消えました。し
かし、結城氏の歴史・伝統
は多くの人たちよって守り
伝えられ、今の私たちに受
け継がれています。

慶長5（1600）年7月24日、会津の上杉景勝を討
つため、小山に布陣していた徳川家康のもとに、石
田三成が挙兵したとの知らせが届きます。徳川家の
重臣たちは小山に集結し軍議を開き、三成と戦うこ
とを決めます（小

おやまひょうじょう

山評定）。秀康は、宇都宮城に陣
を敷き、最上氏や伊達氏とともに、上杉氏を抑える
こととなります。

関ヶ原の戦いは、家康の勝利に終わります。秀康
は、恩賞として結城10万石から越

えちぜんのくにきたのしょう

前国北ノ庄（現
在の福井県福井市）67万石へ加増され、国替えと
なりました。慶長6（1601）年に秀康や晴朝、多く
の家臣たちは結城を去り、新たな領地で城の築城や

第10回（最終回）「秀
ひでやす

康、越前へ行く」

結城秀康肖像画
（福井県福井市 運正寺所蔵）

問 市生涯学習課　文化係　TEL 32-1931
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